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↑ 

11
／
７
〝
お
父
ち
ゃ
ん
の
会
〟
に
よ
る
花
火
（
い
ち
ご

フ
ェ
ス
タ
）
…
…
子
ど
も
た
ち
へ
の
願
い
を
こ
め
て 

     

【虫
の
目
、
鳥
の
目
、
魚
の
目
】  

 
 
 
 

 

新
年
の
目
標
を
立
て
、
決
意
も

新
た
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
、
４
月
、
11
月
の
紙
面
で

も
触
れ
ま
し
た
が
、「
世
界
や
社
会

に
関
心
を
持
と
う
」
を
今
年
も
心

の
ど
こ
か
に
留
め
て
お
い
て
く
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
時
に
迷
っ
た
り
、
目
標
を
見
失

っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
時
に
物
事
を
捉
え
る 

３
つ
の
視
点
を
紹
介
し
ま
す
。 

         

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

●
大
き
な
視
野
を
持
ち
、
身
近
な 

 

小
さ
な
こ
と
を
す
る
。 

●
小
さ
な
こ
と
が
ら
か
ら
世
界
や 

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
。 

【１
／
10 

火
災
避
難
訓
練
】 

３
階
Ｐ
Ｔ
Ａ
室
付
近
か
ら
出
火

し
た
と
の
放
送
を
受
け
、
各
教
室

か
ら
体
育
館
に
避
難
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
学
校
で
の
訓
練
に

加
え
、
自
宅
及
び
の
自
分
の
通
常

の
行
動
範
囲
に
お
い
て
も
、
災
害

時
の
安
全
確
保
や
、
冷
静
な
行
動

が
で
き
る
心
構
え
、
備
え
も
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

４
月
の
訓
練
（
地
震
）
時
に
話

し
ま
し
た
が
、「
減
災
」
は
「
災
害

ま
た
は
災
害
に
よ
る
被
害
は
生
じ

る
も
の
」
と
い
う
考
え
を
前
提
と

し
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
備
え
る
こ
と
を
さ
し
ま
す
。 

災
害
は
、
現
在
の
科
学
を
も
っ

て
も
予
知
す
る
こ
と
や
、
制
御
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
つ
い
て
考
え
、命
を
守
り
、

よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
と
い
う
こ

と
は
、
人
間
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

    

    

 

【１
／
10 

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
サ
ク
ラ
】 

寒
空
の
中
、
西
門
入
っ
て
す
ぐ

の
十
月
桜
が
咲
き
ま
し
た
。
年
に

２
回
開
花
す
る
と
い
う
珍
し
い
桜

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の

十
五
中
の
木
は
、
い
つ
も
こ
の
時

期
に
開
花
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

満
開
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

当
分
の
間
は
、
ち
ら
ほ
ら
と
咲
く

姿
に
、
春
の
桜
と
は
違
う
風
情
が

楽
し
め
そ
う
で
す
。 

学
習
、
部
活
動
、
受
験
勉
強
な

ど
に
励
む
十
五
中
生
を
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。 

３
年
生
に
は 

「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
と 

な
り
ま
す
よ
う
に
。 

               

【１
／
23
（木
）オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

第
２
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を 

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
参
観
い
た

だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
１
／
10
付
の
通
知
文
と
同
内
容

を
お
伝
え
し
ま
す
） 

●
対
象 

中
１
．
２
保
護
者 

 
 

小
６
保
護
者 

地
域
等
関
係
者 

・
中
３
は
学
年
末
考
査
：
午
前
で
下
校 

●
時
間 

13
時
45
分
～
（
５
限
） 

14
時
45
分
～
（
６
限
） 

・
右
時
間
内
で
の
自
由
参
観
で
す
。
教
科 

は
当
日
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
名
札
、
上
履
き
、
下
足
入 

 

れ
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
車
で 

 

の
来
校
、
写
真
・
動
画
の
撮
影
は 

 

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

    

避難時のキーワード「おかしも」 

「おさない」 「しゃべらない」 

 

   

２０２５（令和７）年 １月１５日（水）発行 第１２号  学校教育目標：子どもが輝き、活力ある学校づくりの推進 

 
学校だより 

豊中市立第十五中 

一
期
一
会 

 

 

 

♪ ひともとの 道の野花に  かぎりない 世界を学び ♬   

谷川俊太郎さんは、十五中校歌の二番で、道に咲く一

つの花を「ひともとの道の野花」と表現しました。 

道に咲く花も私たちも「かぎりない世界」とつながり

生きている……そんなイメージがわいてきます。 

「ひともと」を辞書で引くと、次の説明がありました。 

 

 

 

〔雅〕は「雅語（雅言）」と言って、風流な味わいの

あることば（＝雅なことば）をさします。特に平安朝時

代の歌や文に使われた「やまとことば」をさします。 

 年数を「ひととせ、ふたとせ、みとせ、ちとせ（一年、

二年、三年、千年）」というのも「雅なことば」ですね。 

豊中市立第十五中学校 ０６－６８４８－６７６１  編集発行…校長 三好幸松 

 

 

が ご  がげん 

 

 ひともと【一本】（名）〔雅〕①草や木の一本。 

  ②草や木が一本だけ立っていること。「 ―   柳」 

 

のばな 

 

避難行動のキーワード「おいた」 

「落ちてこない」「移動してこない」 

 「倒れてこない」場所へ 

 

雅なことば 

 

みやび 

 

「かけない」 「もどらない」 

 

】 

鳥の目 

 

虫の目 

 

魚の目 

 

大きな視野から 

 

 

全体を見る 

 

 
細部、小さな 

 

 

ことがらを見る 

 

 

流れを感じて 

 

 

つながりを見る 

 

 


